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500円
昨
年
12
月
26
日
か
ら
30
日
に

か
け
て
朝
鮮
民
主
主
義
人
民

共
和
国
（
以
下
、
朝
鮮
）
で

開
催
さ
れ
た
朝
鮮
労
働
党
中

央
委
員
会
第
８
期
第
９
回
総

会
拡
大
会
議
と
今
年
１
月
15

日
に
開
催
さ
れ
た
最
高
人
民

会
議
第
14
期
第
10
回
会
議
に

お
い
て
発
表
さ
れ
た
、
朝
鮮

の
対
南
政
策
の
根
本
的
転
換

が
波
紋
を
投
げ
か
け
て
い

る
。

こ
の
間
、
朝
鮮
側
が
南
の
呼

婦
人
デ
ー
３
・
９
東
京
集
会
に
お

い
て
「
戦
争
を
と
め
よ
う
！
」
の

ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
街
頭
デ
モ
ン

ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
な
い
、
道

行
く
人
び
と
に
ロ
シ
ア
・
ウ
ク
ラ

イ
ナ
戦
争
、
パ
レ
ス
チ
ナ
・
ガ
ザ

地
区
の
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
、
米
韓
合

同
軍
事
演
習
の
中
止
を
訴
え
た

（
関
連
記
事
６
～
７
面
＋
付
録
）。

先
の
最
高
人
民
会
議
に
お
け
る
施

政
演
説
に
お
い
て
、
金
正
恩
国
務

委
員
長
は
出
席
し
た
代
議
員
た
ち

に
《
反
帝
・
自
主
は
正
義
、
真
理

で
あ
り
、
尊
厳
と
主
権
、
平
和
と

安
全
は
こ
の
道
で
の
み
し
っ
か
り

守
ら
れ
る
》
と
強
調
し
た
う
え

で
、《
社
会
主
義
国
と
の
関
係
発

展
を
優
先
課
題
に
し
て
双
務
的
・

多
角
的
協
力
を
よ
り
い
っ
そ
う
強

化
し
、
国
際
的
規
模
で
の
反
帝
共

同
行
動
、
共
同
闘
争
を
果
敢
に
展

開
し
、
自
主
と
正
義
を
志
向
す
る

全
て
の
国
、
民
族
と
思
想
と
体
制

の
差
を
超
越
し
て
団
結
し
、
協
力

し
て
、
国
の
対
外
関
係
領
域
を
い

っ
そ
う
拡
大
す
る
た
め
の
活
動
で

新
た
な
進
展
を
遂
げ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
》
と
呼
び
か
け
た
。
わ
れ

わ
れ
は
こ
れ
を
、
ソ
連
邦
の
倒
壊

か
ら
30
余
年
に
わ
た
る
苦
難
の
闘

い
を
へ
て
宣
明
さ
れ
た
「
革
命
の

三
大
潮
流
」
復
活
に
む
け
て
の
社

会
主
義
朝
鮮
か
ら
発
せ
ら
れ
た
意

志
表
示
で
あ
る
と
受
け
止
め
る
。

そ
の
朝
鮮
側
の
呼
び
か
け
に
連
な

り
、
わ
れ
わ
れ
も
帝
国
主
義
日
本

の
地
に
お
い
て
社
会
主
義
を
め
ざ

し
、
自
国
の
支
配
階
級
と
闘
う
こ

と
を
つ
う
じ
て
朝
鮮
半
島
と
東
北

ア
ジ
ア
、
ひ
い
て
は
世
界
の
平
和

に
寄
与
す
る
、
こ
の
労
働
者
国
際

主
義
の
精
神
で
、
日
米
韓
帝
国
主

義
の
輩
が
も
っ
と
も
嫌
う
中
・

朝
・
韓
・
露
の
労
働
者
階
級
と
の

団
結
を
か
ち
と
る
た
め
に
奮
闘
し

よ
う
！

社
会
主
義
に
む
け
た
運
動
の
弁
証

法
に
お
い
て
、
朝
鮮
南
北
間
の
あ

り
方
は
、
わ
れ
わ
れ
も
そ
の
一
翼

を
担
う
互
い
の
闘
い
の
な
か
か

ら
、
よ
り
高
次
の
姿
を
現
わ
し
て

く
る
と
確
信
す
る
。

�

【
土
松
克
典
】

主
義
の
朝
鮮
侵
略
策
動
の
本
質
を

暴
露
し
て
、
こ
れ
と
徹
底
し
て
闘

う
こ
と
に
つ
き
る
。

労
働
者
国
際
主
義

こ
う
し
た
な
か
、
全
港
湾
沖
縄
地

本
八
重
山
部
会
に
所
属
す
る
組
合

員
50
人
が
、
民
間
港
で
あ
る
石
垣

港
に
米
海
軍
ミ
サ
イ
ル
駆
逐
艦

「
ラ
フ
ァ
エ
ル
・
ペ
ラ
ル
タ
」
が

寄
港
す
る
こ
と
に
反
対
の
態
度
を

貫
き
、
入
港
中
の
３
月
11
日
か
ら

13
日
に
か
け
て
ス
ト
ラ
イ
キ
を
実

施
し
、
石
垣
島
市
民
た
ち
も
石
垣

港
前
で
入
港
抗
議
の
声
を
あ
げ

た
。
昨
年
９
月
の
米
掃
海
艦
の
寄

港
に
反
対
す
る
ス
ト
ラ
イ
キ
に
継

ぐ
闘
い
だ
。

ま
た
、
平
和
フ
ォ
ー
ラ
ム
や
日
韓

ネ
ッ
ト
、
朝
鮮
学
校
「
無
償
化
」

排
除
に
反
対
す
る
連
絡
会
な
ど
日

本
の
市
民
団
体
で
構
成
す
る
東
ア

ジ
ア
市
民
連
帯
と
朝
鮮
青
年
同
盟

な
ど
朝
鮮
総
聯
傘
下
の
メ
ン
バ
ー

や
韓
統
連
な
ど
60
名
は
、
３
月
５

日
に
フ
リ
ー
ダ
ム
・
シ
ー
ル
ド
の

強
行
に
反
対
す
る
「
米
韓
合
同
軍

事
演
習
抗
議
行
動
」
に
立
ち
上
が

り
、
駐
日
米
大
使
館
と
駐
日
韓
国

大
使
館
前
で
抗
議
の
シ
ュ
プ
レ
ヒ

コ
ー
ル
を
あ
げ
た
（
関
連
記
事
３

面
）。『
朝
鮮
新
報
』
３
月
25
日
付

に
よ
れ
ば
、
同
様
の
取
り
組
み
は

新
潟
（
４
日
）、
広
島
（
５
日
）、

横
浜
、
札
幌
（
７
日
）、
大
阪
、

福
岡
（
12
日
）、
名
古
屋
、
神
戸

（
13
日
）
で
も
取
り
組
ま
れ
た
と

報
じ
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
東

ア
ジ
ア
市
民
連
帯
は
３
月
13
日
に

も
衆
議
院
第
２
議
員
会
館
に
外
務

省
担
当
職
員
を
呼
び
、
自
衛
隊
の

米
韓
共
同
訓
練
の
参
加
中
止
と
、

朝
鮮
と
の
対
話
再
開
を
求
め
る
申

し
入
れ
を
行
な
っ
た
。
３
月
22

日
、
全
水
道
東
京
水
道
労
組
、
全

国
一
般
東
京
東
部
労
組
、
全
国
一

般
・
全
労
働
者
組
合
を
呼
び
か
け

団
体
と
す
る
労
組
反
戦
行
動
実
行

委
員
会
も
東
京
・
Ｊ
Ｒ
水
道
橋
駅

頭
に
お
い
て
、「
労
働
者
の
力
で

戦
争
を
と
め
よ
う
！
」
と
シ
ュ
プ

レ
ヒ
コ
ー
ル
を
あ
げ
情
宣
活
動
に

取
り
組
ん
だ
。
わ
れ
わ
れ
も
国
際

国
民
主
統
一
連
合
（
略
称
、
韓
統

連
）
に
所
属
す
る
あ
る
在
日
韓
国

人
活
動
家
は
、「
３
・
１
朝
鮮
独

立
運
動
１
０
５
周
年
集
会
」
の
準

備
会
議
に
お
け
る
意
見
交
換
の
場

で
次
の
よ
う
に
語
っ
た
。「
自
分

た
ち
が
国
家
保
安
法
ひ
と
つ
撤
廃

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
責

任
が
お
お
き
い
」
と
。
周
知
の
よ

う
に
韓
統
連
は
、
そ
の
前
身
で
あ

る
韓
民
統
（
正
式
名
：
韓
国
民
主

回
復
統
一
促
進
国
民
会
議
日
本
本

部
）
の
時
代
か
ら
祖
国
の
統
一
と

韓
国
の
民
主
化
を
課
題
と
す
る
運

動
体
と
し
て
結
成
さ
れ
現
在
に
至

る
。
そ
の
構
成
員
が
、
金
大
中
政

権
も
盧
武
鉉
政
権
も
文
在
寅
政
権

も
成
さ
な
か
っ
た
「
国
家
保
安
法

撤
廃
」
の
課
題
を
、
韓
国
の
民
主

化
と
祖
国
の
統
一
に
結
び
つ
け
て

考
え
て
い
る
。
そ
う
な
の
だ
、
か

れ
は
今
回
の
朝
鮮
側
に
よ
る
対
南

政
策
の
転
換
を
、
み
ず
か
ら
の
責

任
と
し
て
受
け
止
め
て
い
る
。
そ

の
姿
勢
が
大
切
な
の
だ
、
と
わ
た

し
は
思
う
。

か
つ
て
、
わ
れ
わ
れ
は
１
９
７
２

年
の
「
７
・
４
南
北
共
同
声
明
」

の
発
表
に
際
し
て
、「
人
民
こ
そ

統
一
の
主
体
」
と
い
う
見
出
し
を

掲
げ
て
次
の
よ
う
に
主
張
し
た
。

《
こ
の
「
共
同
声
明
」
を
、
南
北

朝
鮮
統
一
の
第
一
歩
に
し
う
る
か

否
か
は
、
こ
の
事
態
の
動
き
を
労

働
者
・
農
民
・
学
生
大
衆
の
イ
ニ

シ
ア
テ
ィ
ヴ
に
よ
っ
て
押
し
進
め

う
る
か
否
か
に
か
か
っ
て
い
る
。

（
略
）
統
一
の
主
体
は
、
あ
く
ま

で
南
北
朝
鮮
人
民
な
の
で
あ
る
。

統
一
の
実
現
は
、
労
働
者
階
級
を

軸
と
す
る
基
盤
で
の
大
衆
運
動
に

よ
る
以
外
に
は
な
い
》（
南
基
執

筆
、『
思
想
運
動
』
第
36
号
、
１

９
７
２
年
８
月
１
日
付
）。
わ
れ

わ
れ
は
、
今
回
の
朝
鮮
の
対
南
政

策
の
転
換
に
際
し
て
も
こ
の
原
則

を
貫
く
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、

今
回
の
事
態
に
対
す
る
わ
れ
わ
れ

の
課
題
は
な
に
か
？
　
そ
れ
は
、

韓
統
連
が
尹
錫
悦
政
権
に
よ
る
反

自
主
統
一
・
反
民
主
化
攻
撃
に
対

し
て
固
い
団
結
を
め
ざ
し
て
闘
う

よ
う
に
、
わ
れ
わ
れ
は
日
本
帝
国

国
首
相
岸
田
は
「
国
賓
」
待
遇
で

米
合
衆
国
を
訪
問
し
、
バ
イ
デ
ン

と
首
脳
会
談
を
行
な
う
。
ま
た
同

時
期
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
大
統
領
マ
ル

コ
ス
も
訪
米
し
、
11
日
に
は
日
米

比
三
国
首
脳
会
談
が
行
な
わ
れ
る

こ
と
も
報
じ
ら
れ
て
い
る
。
昨
年

８
月
に
、
バ
イ
デ
ン
・
尹
錫
悦
・

岸
田
に
よ
る
日
米
韓
３
国
首
脳
会

談
が
キ
ャ
ン
プ
・
デ
ー
ビ
ッ
ド
で

行
な
わ
れ
、
日
米
韓
合
同
軍
事
演

習
を
は
じ
め
と
す
る
対
中
国
・
朝

鮮
・
ロ
シ
ア
包
囲
の
準
戦
争
同
盟

構
築
が
決
め
ら
れ
た
。
そ
し
て
今

度
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
を
抱
き
込
ん

で
対
中
・
朝
・
露
の
政
治
・
経

済
・
軍
事
包
囲
網
の
形
成
が
話
し

合
わ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
の
だ
。

米
帝
国
主
義
は
、
み
ず
か
ら
が
画

策
し
て
起
こ
し
た
マ
イ
ダ
ン
・
ク

ー
デ
タ
か
ら
つ
づ
く
東
欧
の
ウ
ク

ラ
イ
ナ
戦
争
と
中
東
イ
ス
ラ
エ
ル

の
パ
レ
ス
チ
ナ
・
ガ
ザ
地
区
へ
の

ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
に
つ
な
が
る
東
北

ア
ジ
ア
の
支
配
戦
略
を
描
い
て
い

る
。
日
米
韓
や
日
米
比
な
ど
複
数

国
に
よ
る
準
戦
争
同
盟
の
構
築
な

ら
び
に
ゾ
ン
ビ
の
よ
う
な
「
朝
鮮

国
連
軍
」
の
蘇
生
を
つ
う
じ
て
ア

ジ
ア
版
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
体
制
を
築
き
上

げ
、
こ
の
間
連
携
を
強
め
る
中
・

朝
・
露
へ
の
包
囲
網
形
成
を
画
策

し
て
い
る
の
だ
。

こ
う
し
た
な
か
、
切
れ
目
な
く
継

続
さ
れ
る
朝
鮮
に
対
す
る
戦
争
挑

発
に
対
し
て
、
金
正
恩
総
書
記
は

先
の
朝
鮮
労
働
党
中
央
委
員
会
総

会
の
壇
上
か
ら
《
朝
鮮
半
島
地
域

の
危
険
な
安
保
環
境
を
時
々
刻
々

激
化
さ
せ
、
敵
対
勢
力
が
強
行
し

て
い
る
対
決
的
な
軍
事
行
為
を
綿

密
に
注
目
し
て
み
れ
ば
、「
戦
争
」

と
い
う
言
葉
は
す
で
に
わ
れ
わ
れ

に
抽
象
的
な
概
念
で
は
な
く
、
現

実
的
な
実
体
と
し
て
迫
っ
て
い

る
》
と
、
党
員
た
ち
に
強
調
し
て

訴
え
た
。

わ
れ
わ
れ
の
態
度

こ
う
し
た
朝
鮮
半
島
を
め
ぐ
る
情

勢
の
な
か
で
行
な
わ
れ
た
今
回
の

朝
鮮
に
よ
る
電
撃
的
な
対
南
政
策

の
転
換
と
い
う
措
置
に
、
在
日
韓

現
実
に
迫
る
戦
争

い
っ
ぽ
う
、
こ
う
し
た
朝
鮮
側
の

動
向
に
対
し
て
南
側
の
大
韓
民
国

で
は
、
３
月
４
日
よ
り
14
日
ま
で

米
韓
合
同
軍
事
演
習
「
フ
リ
ー
ダ

ム
・
シ
ー
ル
ド
（
自
由
の
盾
）」

が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。
こ
こ
に

は
、
尹
錫
悦
が
政
権
の
座
に
つ
い

て
再
開
さ
れ
た
昨
年
同
時
期
の
大

規
模
訓
練
の
２
倍
に
あ
た
る
48
回

の
陸
海
空
お
よ
び
宇
宙
、
サ
イ
バ

ー
空
間
に
ま
で
ひ
ろ
が
る
合
同
訓

練
が
強
行
さ
れ
、
こ
れ
に
米
軍
・

韓
国
軍
だ
け
で
な
く
英
・
豪
・

加
・
仏
・
比
な
ど
朝
鮮
戦
争
時
に

参
戦
し
た
「
朝
鮮
国
連
軍
司
令

部
」
の
構
成
国
12
か
国
の
軍
隊
も

参
加
し
た
。

さ
ら
に
今
後
、
４
月
10
日
に
日
本

員
会
」
や
「
祖
国
統
一
汎
民
族
連

合
北
側
本
部
」、「
民
族
和
解
協
議

会
」
な
ど
の
朝
鮮
側
の
北
南
民
間

交
流
団
体
が
解
散
し
、
日
本
の
朝

鮮
総
聯
や
韓
統
連
な
ど
が
参
加
す

る
「
６
・
15
共
同
宣
言
実
践
海
外

側
委
員
会
」
も
３
月
に
入
っ
て
解

散
に
至
っ
て
い
る
。
ま
た
「
わ
が

民
族
同
士
」
な
ど
朝
鮮
側
に
開
設

さ
れ
て
い
た
北
南
交
流
の
複
数
の

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
も
１
月
以
降
接
続

で
き
な
い
状
態
に
な
り
、
さ
ら
に

統
一
の
象
徴
的
存
在
で
あ
っ
た
南

北
を
結
ぶ
鉄
道
・
京
義
線
の
北
側

部
分
の
切
断
や
、
金
正
日
総
書
記

に
よ
っ
て
２
０
０
１
年
に
建
設
さ

れ
た
平
壌
市
の
南
方
入
口
に
あ
っ

た
ア
ー
チ
形
の
「
祖
国
統
一
３
大

憲
章
記
念
塔
」
の
撤
去
も
指
示
さ

れ
た
。

ま
た
、
最
高
人
民
会
議
に
お
け
る

施
政
演
説
で
金
正
恩
国
務
委
員
長

は
《
今
日
、
最
高
人
民
会
議
で
は

ほ
ぼ
80
年
間
の
北
南
関
係
史
に
終

止
符
を
打
ち
、
朝
鮮
半
島
に
並
存

す
る
二
つ
の
国
家
を
認
め
た
こ
と

に
基
づ
い
て
、
わ
が
共
和
国
の
対

南
政
策
を
新
し
く
法
化
し
た
》

（web

版
『
朝
鮮
中
央
通
信
』
24

年
１
月
16
日
配
信
）
こ
と
も
明
ら

か
に
し
た
。

以
降
、
こ
の
方
針
に
も
と
づ
き

「
６
・
15
共
同
宣
言
実
践
北
側
委

さ
れ
た
。
／
（
金
正
恩
）
総
書
記

は
、
長
き
に
わ
た
る
北
南
関
係
を

振
り
返
り
な
が
ら
わ
が
党
が
下
し

た
総
体
的
な
結
論
は
、
一
つ
の
民

族
、
一
つ
の
国
家
、
二
つ
の
体
制

に
基
づ
い
た
わ
れ
わ
れ
の
祖
国
統

一
路
線
と
克
明
に
相
反
す
る
「
吸

収
統
一
」「
体
制
統
一
」
を
国
策

と
定
め
た
大
韓
民
国
の
連
中
と

は
、
い
つ
に
な
っ
て
も
統
一
が
実

現
し
な
い
》（web

版
『
朝
鮮
新

報
』
24
年
１
月
４
日
配
信
）
と
の

判
断
を
下
し
た
。

称
を
「
大
韓
民
国
」
と
表
現
し
、

そ
の
真
意
に
つ
い
て
各
方
面
で
さ

ま
ざ
ま
に
憶
測
を
呼
ん
で
き
た

が
、
こ
の
二
つ
の
会
議
を
つ
う
じ

て
朝
鮮
側
の
考
え
が
は
っ
き
り
と

闡
明
さ
れ
た
。

二
国
家
が
並
存

ま
ず
、
朝
鮮
労
働
党
中
央
委
員
会

総
会
を
報
じ
た
『
朝
鮮
中
央
通

信
』
に
よ
れ
ば
、《
結
語
で
は
、

対
南
部
門
で
根
本
的
な
方
向
転
換

を
す
る
こ
と
に
関
す
る
路
線
が
示

岸田政権の壊憲政策はどこまで進む� ２面２面

沖縄からのレポート� ３面３面

政労使の管理春闘打破へ！� ４面４面

国際婦人デー３・９東京集会� ６〜７面６〜７面

平和のために活動する女性芸術家� ９面９面

大西巨人没後10年� １０ 〜 １１面１０ 〜 １１面

映画時評＝『沈黙の艦隊』� １２面１２面

朝
鮮
の
対
南
政
策
の
転
換
と
わ
れ
わ
れ
の
態
度

戦
争
危
機
に
労
働
者
国
際
主
義
の
実
践
を
！

米韓合同軍事演習反対！ 朝鮮敵視政策をやめろ！
３月５日東アジア市民連帯の主催で米韓合同演習に抗議する行動が米大使館前（写真）と韓国大使館前で行なわれた（関連記事３面）


